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津 南町森林組合

津南中等教育学校の生徒さんによる植樹（ニュー・グリーンピア津南）

代
表
理
事
組
合
長
　
涌
井
　
九
八
郎

「
農
を
以
て
立
町
の
基
と
為
す
」
津
南
町
に
あ
っ
て
は
、
平
年

よ
り
早
い
梅
雨
明
け
と
な
り
暑
い
夏
の
到
来
で
す
。

今
年
の
夏
は
コ
ロ
ナ
再
拡
大
の
中
、
五
十
七
年
振
り
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
菅
首
相
の
党
首
討
論
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
想
い
起
こ
せ
ば
昭
和
三
十
九
年
、
当
時
中
学
三

年
生
で
し
た
。
そ
の
年
は
新
潟
地
震
・
東
海
道
新
幹
線
開
通
・

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
そ
し
て
東
洋
の
魔
女
、
円
谷
選
手
の
活

躍
な
ど
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
今
年
の
夏
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
は
収

ま
ら
ず
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
競
争
の
感
も
あ
り
、
正
直
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ど
こ
ろ
で
は
な
い
状
況
も
あ
り
ま
す
。

一
方
で
こ
の
春
か
ら
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
と
い
う
言
葉
が
巷
で

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
と
い
う
騒
ぎ

も
あ
り
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
購
入
に
走
っ
た
人
達
も
い
ま

し
た
。
今
回
の
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
の
原
因
は
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る

ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
財
政
出
動
か
ら
く
る
北
米
の
景
気
回

復
と
住
宅
着
工
の
急
増
、
中
国
の
木
材
需
要
の
拡
大
、
世
界
的

な
コ
ン
テ
ナ
不
足
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

つ
ま
り
外
材
を
頼
り
に
し
て
い
た
日
本
の
建
築
業
界
に
木
材

が
入
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
が
原
因
で
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
と
言
わ

れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
機
会
に
国
産
木
材
が
見
直
さ
れ
、
立

木
価
格
が
少
し
で
も
上
が
れ
ば
と
願
い
た
い
の
で
す
が
、
喉
元

過
ぎ
れ
ば
と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
。

た
だ
こ
の
現
象
は
、
木
材
輸
入
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、

日
本
が
殆
ん
ど
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
小
麦
・
大
豆
等
の
価
格

も
大
幅
に
上
が
っ
て
い
ま
す
。
中
国
の
旺
盛
な
需
要
に
よ
り
日

本
は
穀
物
だ
け
で
な
く
海
産
物
も
果
物
も
買
い
負
け
て
い
ま
す
。

既
に
小
麦
粉
も
油
脂
・
食
用
油
も
値
上
が
り
し
、
そ
の
う
ち
味

噌
・
し
ょ
う
ゆ
・
ビ
ー
ル
も
上
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
木
材

も
食
料
も
自
給
率
を
上
げ
る
努
力
と
国
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が

何
よ
り
必
要
で
す
。

組
合
も
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
依
然
と
し
て
続
い
て
い
ま
す
。
組

合
員
の
皆
様
に
は
よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
暑
い
夏
と
コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
て
頂
き

ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

夏
を
迎
え
て
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第19期 総代決定! ８月７日をもって第18期総代任期が満了し、８月８日より
第19期の総代が就任されました。３年間、ご指導ご協力の程
よろしくお願い申し上げます。（敬称略）
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登
山
道
の
刈
払
い
作
業
を

　
　

 　
　
　

 

行
い
ま
し
た

森
林
保
険
に

　
　
　
つ
い
て

津
南
中
等
校
生
が
取
り
組
ん
だ

「
森
の
三
方
よ
し
」活
動

　
恒
例
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
登
山
道
の
刈
払
い
作
業
を
今
年
も

行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
作
業
は
主
に
小
松
原
を
中
心
に
実
施
す
る
た
め
、
十
日
町

市
、
津
南
町
よ
り
委
託
を
受
け
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
作
業
は
四
ル
ー
ト
あ
り
、
津
南
町
か
ら
は
大
場
（
小
松
原
登
山

口
）、
太
田
新
田
（
黒
滝
）、
見
倉
（
風
穴
）、
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
出

発
し
最
後
は
難
所
の
霧
ノ
塔
山
頂
ま
で
行
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は

湯
沢
町
の
か
ぐ
ら
ス
キ
ー
場
（
和
田
小
屋
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

同
じ
く
霧
ノ
塔
山
頂
を
目
指
し
ま
す
。

　
近
年
作
業
者
は
、
強
靭
な

体
力
の
職
員
二
～
三
名
で
、

決
め
ら
れ
た
わ
ず
か
な
人
員

数
で
や
り
遂
げ
ま
す
。
無
論
、

作
業
者
は
そ
の
日
の
ペ
ー
ス

配
分
を
考
え
る
他
は
、
景
色

な
ど
楽
し
む
余
裕
も
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
、
ひ
た
す
ら
目

指
す
箇
所
に
到
達
す
る
達
成

感
を
糧
に
、
一
歩
一
歩
作
業

に
徹
し
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
様
方
も
苗
場

山
や
小
松
原
で
非
日
常
を
味

わ
い
な
が
ら
、
ス
ト
レ
ス
の

解
消
、
体
力
づ
く
り
を
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
昨
年
は
十
二
月
終
わ
り
か
ら
降

り
始
め
た
雪
が
重
た
い
上
、
積
雪

量
も
多
く
組
合
員
の
皆
様
も
除
雪

作
業
に
難
儀
さ
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　
森
林
保
険
に
入
っ
て
い
る
方
は

今
一
度
自
分
の
林
を
確
か
め
て
い

た
だ
き
、
雪
害
が
あ
り
ま
し
た
ら

森
林
部
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
ま
た
、
大
切
な
林
に
保
険
を
掛

け
た
い
方
は
詳
し
い
説
明
を
い
た

し
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
表
紙
の
写
真
は
去
る
六
月
二
十
六
日
ニ
ュ
ー
・
グ

リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
に
お
い
て
実
施
し
た
植
樹
祭
の
様

子
で
す
。

　
津
南
中
等
教
育
学
校
の
六
年
生
三
人
は
地
域
探
求

学
習
の
一
環
と
し
て
、
津
南
町
の
杉
の
多
さ
が
気
に

な
り
、
杉
の
更
な
る
活
用
と
と
も
に
、
こ
れ
を
紅
葉

し
て
色
づ
く
広
葉
樹
に
置
き
換
え
ら
れ
な
い
か
を

テ
ー
マ
に
昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
探
求
学
習
に
つ
い
て
は
当
組
合
も
協
力

し
、
成
果
は
町
役
場
で
発
表
を
行
う
と
と
も
に
、
マ

ス
コ
ミ
で
も
何
回
か
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で

自
ら
広
葉
樹
の
植
林
も
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
こ
と

で
、
元
々
こ
の
地
に
あ
る
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ウ
ワ

ミ
ズ
ザ
ク
ラ
、ト
チ
ノ
キ
、キ
ハ
ダ
の
四
種
を
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
の
協
力
を
得
て

実
施
し
た
も
の
で
す
。

　「
森
の
三
方
よ
し
」
と

は
三
人
の
中
で
は
「
森

よ
し
、
私
た
ち
よ
し
、

津
南
よ
し
」
の
意
味
だ

そ
う
で
す
。
植
樹
祭
当

日
は
テ
ー
マ
を
引
き
継

ぐ
後
輩
や
小
学
生
も
参

加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

彼
女
達
の
想
い
を
引
き

継
い
で
い
き
た
い
も
の

で
す
。
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売店コーナーのご案内
正面玄関内の一角で取扱い商品の
　　　　　販売をしているのをご存じですか？

組合商品である雪下人参ペーストを
使用した人参ドレッシングやジュー
ス。国産原料を使用した小袋商品や
大袋商品などが置いてあります。

この夏からの新コーナーが誕生！！
組合のお得意様であります日本食研様の小売商品が
組合でもお買い求めいただけるようになりました。

夏に欠かせない
【そうめん】
【津南トマトジュース】
【りんごジュース】
もありますよ！

夏といったら焼肉！
皆でお肉を焼いてこの暑い夏を

乗り切りましょう！

シーズン毎に販売内容を変えていく予定です！

是非足を運んでみて下さい！お待ちしております！
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なめこ生産工場作業工程

衛生的な工場で、新鮮ななめこを
毎日生産しています。

●きのこ部●

温度・湿度・二酸化炭素濃度をコントロール
しビンの中でなめこ菌を成長させます。
培地が完熟するまで約 8 週間かかります。
なめこ工場では、年間約 165 万本のビンを培
養しています。

収穫適期（菌掻き後 16 日目）のなめこを自
動収穫機を使用して収穫します。
年間生産量　278 トン

熟成された培養ビンは、発生処理操作（菌掻き）
を行い発生室に移動します。

　毎年春と夏の２回、クリー
ン活動をしています。
　就業時間後、国道の雑草取り、土砂の除去をして、
汗を流した後は“きれいになった！”と気分爽快です。

津南町森林組合を紹介する
ホームページができました！

　“津南で田舎暮らし”というホームページの“津
南で働こう”というページの“町内企業動画”で
津南町森林組合を紹介する動画ができましたので
お知らせいたします。
　以下のURLかQRコードからご覧ください。
https://iju-tsunan.org/hatarakou/

NPO法人 Tap（津南町総合センター内）の志賀
さんと若井さんからノルディックウォーキング教
室を開いていただきました。
ノルディックウォーキングは、２本のポール
を持ってクロスカントリースキーのように行う
ウォーキングです。上半身も使う全身運動でたく
さん筋肉を刺激します。
６月の毎週木曜日、業務終了後から１時間程行
いました。まずはポールの持ち方から教えていた
だき、初日は手と足が一緒に
なったりしましたが、だんだ
ん姿勢もよくなり、中津川運
動公園方面、正面原方面とコー
スを変えて楽しく歩きました。
Tap さんありがとうござい
ました。

健康づくり
ノルディックウォーキング教室開催！

クリーン活動
国道をきれいに！

収穫したなめこは、袋に
入れてパッケージセンター
（共選場）へ搬送します。

収穫当日、共選場の専用
冷蔵庫に搬入します。

菌掻き後の培養ビン
は、温度、湿度、炭酸
ガス濃度をコントロー
ルしながら発芽を促し
ます。

発芽後は室温を下げて
しっかりしたなめこに仕
上げていきます。

❶ 培 養 ❺ 収 穫

❷ 菌掻き作業

❻ 袋詰め

❼ 共選場へ搬送

❹ 育 成

❸ 芽出し

なめこが

出来るまで

培養日数
56日目

培養日数
1日目
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K o u h o u  S h i n r i n

の幼虫が寄生することにより、虫こぶ状になり白
緑色、淡紫色、瑠璃色、赤紫色の大小さまざまな
実となります。この実を焼酎漬にするのですが、
色が様々でいかにも毒々しいことから中々これを
利用しようとは思いません。

因みに足のすねや腕を何かにぶつけて青紫色
に内出血したところを、よく「ブス色になった」
などと言うことがあります。
このブス色もノブドウの実
から来ているともいわれま
す。なおトリカブトの根も
附子と言い津南にも自生し
ていますが、これは猛毒で
す。ブスではまだ想像する
ことがあるかも知れません
がご勝手に。

畑の法面や林の際で夏から秋にかけて急にツル
を伸ばし、刈り払い機に絡まるや根は残るはで、
正直有り難くないツル性のぶどうに似た葉を持つ
野草がノブドウです。日本全土に自生するこのノ
ブドウは他にウマブドウ、イヌブドウや果実はブ
スの実とも呼ばれています。

ノブドウも列記とした薬草で生薬では茎葉を蛇
葡萄 ( じゃほとう )、根を蛇葡萄根といい、主に
茎葉や根を乾燥し煎じて服用するか、根や実を焼
酎漬にして利用されています。効能としては糖尿
病・肝臓病・腰痛・関節痛などの他、目の充血 ( 洗
眼 ) や腫物 ( 塗布 ) にも良いとされています。

秋実る果実はブドウタマバエやブドウガリバチ

<その14> ノブドウ

薬用植物編

　きのこ生産、きのこ販売事業に携わって15 年の
きのこ部の要。
　お客様と、市場と、生産者と、つながりを大事に日々
明るい声と笑顔で対応し信頼関係を築いている。勉強
熱心でパソコンを駆使し事務の簡素化に尽力中。同僚
からは「困っているとなんとかしてくれる」頼れる存在。
　今年家族の仲間入りしたヨークシャーテリアに

「毎日癒されてます」。元気の源は「飲んで！食べて！
寝る～！」

職員紹介

● きのこ部 ●

涌井　美佳
（大割野）

　オリンピックで盛り上がった夏！やっぱり
メダルはすばらしい！それまでの努力は想像
を超えるものなのだろう。
　勇気と希望をもらい、恐る恐る第一回目
のワクチン接種。腕が重たいくらいで熱は
出ず『若い人は大変らしい』と聴き…第二
回目は解熱剤を用意して臨もう！これでい
つもの生活になる
かな。いままで当
たり前だったこと
に、日々感謝でき
るようになりまし
た (^^)/

お知らせ 職 員 募 集
★お盆休み　８月14日㈯～ 16日㈪
★広報誌について皆様のご意見ご要望をお願いい

たします。
　総務部広報係　TEL 025-765-2510
★10月より土曜日直を廃止いたします。
　ご不便をおかけいたしますが、よろしくお願い

いたします。

津南町森林組合で
一緒に働いてみませんか！

工場見学できますのでお気軽に
ご連絡ください。

総務部　津端まで
TEL 025-765-2510


